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紹

介

杜
甫
誕
生
千
二
官
五
十
周
年

今
年
､

一
九
六
二
年
は
ー
中
国
の
最
も
偉
大
な
詩
人
〝

杜
甫
〃

が

生
ま
れ
て
か
ら
千
二
百
五
十
年
目
に
あ
た
る
｡
杜
甫
は
ー
唐
王
朝
の

全
盛
期
を
き
ず
き
あ
げ
た
玄
宗
皇
帝
即
位
の
と
し
ー
先
天
元
年
､
す

き
よ良ノ

な
わ
ち
七

1
二
年
に
､
河
南
省
輩
陳
の
近
く
で
生
ま
れ
た
.
四
川
省

文
史
研
究
館
が
編
纂
し
た
｢杜
甫
年
譜
｣
(
一
九
五
八
年
十
二
月

四
川
人

民
出
版
社
)
に
ょ
れ
ば
､
そ
れ
は
正
月

一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
｡

そ
し
て
代
宗
の
大
暦
五
年
､
す
な
わ
ち
七
七
〇
年
ー
妻
や
子
を
伴
っ

て
の
長
い
放
浪
の
果
て
に
五
十
九
年
の
数
奇
な
生
涯
を
終
え
た
｡
洪

ら
い

こう

水
の
な
か
を
湖
南
省
末
陽
か
ら
船
で
衡
州
へ
下
る
途
中
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
｡

現
在
俸
わ
る
杜
甫
の
詩
は
お
よ
竺

一千
二
青
首
｡
そ
の
詩
は
､
彼

の
死
の
二
年
前
に
生
ま
れ
た
韓
愈
-
中
唐
を
代
表
す
る
文
学
者
-

に
よ
っ
て
い
ち
は
や
く
評
債
さ
れ
る
が
､
や
が
て
北
末
に
入
る
と
､

詩
人
と
し
て
の
名
聾
は
､
李
白
と
と
も
に
も
は
や
不
動
の
も
の
と
な

渇
.

1
九
周
九
年
､
中
国
が
解
放
さ
れ
て
か
ら
も
ー
過
去
の
中
国
に

お
け
る
最
も
偉
大
な
詩
人
と
し
て
の
許
債
は
､
い
さ
さ
か
も
ゆ
ら
ぎ

は
し
な
か
っ
た
｡
と
い
う
よ
り
も
､
そ
の
評
債
は

1
暦
高
ま
つ
た
と

い
っ
て
よ
い
｡
簡
単
に
は
､
新
中
囲
誕
生
後
､
続
々
と
出
版
さ
れ
た

｢
中
国
文
学
史
｣
を
ひ
も
と
3.で
み
る
が
よ
い
｡
季
長
之
の

｢中
国

文
学
史
略
稿
｣
第
二
奄

(
一
九
五
四
年
六
月

北
京
五
十
年
代
出
版
社
)

や
林
庚
の

｢
中
国
文
学
簡
史
｣
上
巻

(
一
九
五
四
年
九
月

上
海
文
蛮
聯

合
出
版
社
)'
ま
た
北
京
大
学
の

｢
中
国
文
学
史
｣

(上
筋
･
一
九
五
八

年
九
月
､
修
訂
本
第
二
耕
二

九
五
九
年
九
月

北
京
人
民
文
畢
出
版
赦
)
守

復
旦
大
学

の

｢
中
国
文
学
史
｣
中
筋

(
一
九
五
九
年
四
月

北
京
中
華

書
局
)､
更
に
は
今
年
出
版
さ
れ
た
中
国
科
学
院
文
学
研
究
所
の
｢中

国
文
学
史
｣
第
二
耕

(
一
九
六
二
年
七
月

北
京
人
民
文
畢
出
版
社
)
な

ど
な
ど
｡
ま
た
杜
甫
に
関
す
る
専
著
と
し
て
は
ー
革
命
後
三
年
め
に

ふら
し

出
た

漏

至

の

｢
杜
甫
俸
｣

(
一
九
五
二
年
十
一
月

北
京
人
民
文
学
出
版

社
･
橋
川
時
雄
詳

一
九
五
五
年
二
月

筑
摩
書
房
)
を
か
わ
重
り
に
､

停
庚
生
の
｢
杜
甫
詩
論
｣
(
l
九
五
四
年
十
二
月

上
海
文
蛮
聯
合
出
版
社
)I

語
源
非
の

｢
杜
甫
研
究
｣
(上
巻
二

九
五
六
年
六
月
'
下
巻
･
五
七
年
十

月

済
南
山
東
人
民
出
版
社
)
な
ど
｡

新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
更
表
さ
れ

た
論
文
に
至
っ
て
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
S
o
そ
れ
ら
が
強
調
す
る
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も
の
は
､
安
緑
山
の
反
乱
に
ょ
つ
て
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
っ
た
社

合

の
矛
盾
と
混
乱
の
な
か
で
､
杜
甫
が
常
に
現
寛
直
配
の
目
を
忘
れ

ず
ー

国
を
憂
え
､

民
を
憂
え
､

妻
や
子
を
憂
え
る
現
章
主
義
詩
人

で
あ
っ
た
と
い
う
鮎
で
あ
る
O
そ
し
て
そ
れ
は
､
律
詩

の
完
成
者

と
し
て
の
許
債
を
お
お
い
か
く
し
て
し
ま
う
捻
ど
重
税

さ
れ

て

い

る
｡世

界
平
和
評
議
合
は
､
毎
年
物
故
し
た
世
界
の
す
ぐ
れ
た
文
化
人

の
顕
彰
を
提
案
し
て
い
る
が
､
昨
年
十
二
月
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で

開
か
れ
た
総
合
で
､
本
年
度
の
前
彰
者
と
し
て
次
の
八
人
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
に
し
た
｡

チ
ャ
ー
ル
ズ

･
デ
ィ
ケ
ソ
ズ

(
一
八
1
二
-
一
八
七
〇
)
イ
ギ

リ

ス

の
小
説
家

生
誕
首
五
十
年

オ

ー

･
へ
ソ
リ
I

(
l
八
六
二
-
1
九
1
0
)
ア
メ
リ
カ
の
短
篇

小

説
家

生
誕
百
年

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

･
Ⅰ
･
ゲ
ル
ツ

ェ
ソ

(
l
八
二
T

l
八
七
〇
)

ロ
シ
ャ
の
思
想
家

･
小
説
家

生
誕
百
五
十
年

プ

レ
ー
ズ

･
パ
ス
カ
ル

(
一
六
二
三
-
1
六
六
二
)
フ
ラ
ソ
ス
の
思

想
家

逝
世
三
百
年

茄

介

ジ
ャ
ン

･
1
･
ル
ソ
ー

(
一
七
一
二
-
一
七
七
八
)
フ
ラ
ソ
ス
の
思

想
家

･
文
学
者

生
誕
二
百
五
十
年

杜
甫

(七
1
二
-
七
七
〇
)
中
国
の
詩
人

生
誕
千
二
百
五
十
年

ヴ
ィ
ヴ

ェ
カ
ナ
ソ
ダ

(
一
八
六
二
-
1
九
〇
二
)
イ
ソ
ド
の
思
想
家

生
誕
百
年

ロ
ー

ペ

･
デ

･
べ
ー
ガ

(
l
五
六
二
-
1
六
三
五
)
ス
ペ
イ
ソ
の
詩

人

･
劇
作
家

生
誕
四
百
年

*
こ
の
記
事
は
､
日
本
平
和
委
員
合
の
機
関
誌

｢平
和
日
本
｣
二
月
親
に
掲

載
さ
れ
た
.
な
お

｢
ア
カ
ハ
タ
｣
一
月
十
二
日
既
で
は
'
蘇
彰
者
を
七
人

と
L
t
ル
ソ
ー
と
べ
t
ガ
が
な
く
て
､
朝
鮮
の
文
学
者

･
思
想
家
丁
茶
山

(
一
七
六
二
-

一
八
三
六
)
が
入
っ
て
い
る
｡

中
国
で
は
こ
の
世
界
平
和
評
議
合
の
決
定
に
も
と
づ
く
世
界
文
化

亘

匠
記
念
行
事
の

一
意
と
し
て
ー
民
族
の
誇
る
詩
人

〝
杜
甫
〃

を

紀
念

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
､
北
京
を
は
じ
め
全
図
各
地
で
に

ぎ
や
か

に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
｡

そ
の
あ
ら
ま
し
は

｢
人
民
中
国
｣

(
日
本

語
版
)
七
月
窮
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡

今
こ
の
記
事
を

も
と
に
､
わ
た
し
の
見
得
た
資
料
を
参
照
し
つ
つ
､
や
や
詳
し
く
瀦

介
す
る
｡
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中
国
文
革
報

第
十
七
放

四
月
十
七
日
夜
､
首
都
北
京
の
政
協
蔭
堂
で
は
､
中
囲
人
民
保
衛

世
界
和
平
委
員
合

･
中
国
人
民
封
外
文
化
協
合

･
中
国
文
学
垂
術
界

聯
合
禽

･
中
国
作
家
協
倉
の
共
同
主
催
で
､
各
界
の
人
士
千
四
百
人

を
集
め
て

｢
杜
甫
誕
生

l
千
二
百
五
十
周
年
紀
念
大
倉
｣
が
盛
大
に

お

こ
な
わ
れ
た
｡
主
席
圏
は
､
郭
洗
若

･
陳
毅

･
茅
盾

･
張
葵
若

･

楚
固
南

･
巴
金

･
朱
光

･
減
克
家

･
瀞
園
恩

･
阿
英

･
何
其
芳

･
漏

至
ら
で
構
成
さ
れ
た
｡
ま
ず
郭
沫
若
氏
が
開
合
の
解
を
述
べ
た
あ
と
､

北
京
大
学
の
漏
至
教
授
が

｢
偉
大
な
詩
人
杜
甫
を
紀
念
し
て
｣
と
題

す
る
講
演
を
行
な
い
ー
詩
人
の
生
卒
と
創
作
を
詳
し
く
紹
介
し
っ
つ
ー

杜
甫
の
詩
が
､
思
想
性
と
蛮
術
性
が
高
度
に
結
合
し
た
す
ぼ
ら
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
｡
そ
の
全
文
は
四
月
十
八
日
付
の
人

民
日
報
と
光
明
日
報
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡
合
の
あ
と
で
は
､
記
録

映
童
且
〝
詩
人
杜
甫
″

が
上
映
さ
れ
ー
ま
た
中
国
書
架
家
協
合
副
主
席

査
卓
西
氏
の
古
筆
に

ょ
る
伴
奏
で
､
杜
甫
の
｢哀
江
頭
｣
｢官
軍
の
河

南
河
北
を
収
む
る
を
聞
く
｣
の
二
詩
が
朗
話
さ
れ
た
.
こ
の
ほ
か
ー

唐
代
の
宮
廷
生
活
を
描
い
た
戯
曲
｢
長
生
殿
｣
の
な
か
か
ら

〃
小
宴
蕉

襲
〃
が
､
昆
曲
の
名
優
愈
振
飛
と
言
慧
珠
に
ょ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
た
o

杜
甫
の
故
郷
で
あ
る
河
南
省
で
は
､
四
月
十
三
日
ー
鄭
州
に
文
塾

界
の
人
士
が
集
ま
っ
て
記
念
集
合
を
開
き
､
河
南
省
文
聯
の
後
閑
誌

｢奔
流
｣
四
月
境
に
は
紀
念
の
文
章
が
の
せ
ら
れ
た

(未
見
)
｡
ま
た

四
月
十
二
日
､
四
川
省
と
成
都
の
文
化
界
で
も
､
成
都
西
郊
に
あ
る

杜
甫
草
堂
に
､
百
人
ぽ
か
り
の
集
合
が
も
た
れ
て
､
杜
詩
の
朗
諭
や
､

ぴ
ゆ
う
え
つ

四
川
大
学
の

静

銀

教

授
の

｢杜
甫
の
生
平
と
創
作
｣
と
題
す
る
講
演

が
行
な
わ
れ
た
｡
さ
ら
に
北
京
留
学
倉
腎
史
学
合
は
､
四
月
八
日
､

唐
代
の
留
学
者
王
水
に
よ
る
中
国
最
古
の
寄
書

｢素
間
｣
の
注
樺
完

成
千
二
百
周
年
と
､

〝
久
し
く
病
み
て
良
腎
と
成
り
〃
､
み
ず
か
ら

薬
草
を
採
集
､

栽
培
し
て
､

豊
富
な
腎
葉
衛
生
知
識
を
も

っ
て
い

こう

た
杜
甫
の
紀
念
集
合
を
開
い
た
｡
そ
こ
で
瞥
師
の
歌
聖
定
氏
に
ょ
る

｢杜
甫
詩
文
に
見
え
る
腎
葉
疾
病
資
料
｣
と
題
す
る
報
告
が
な
さ
れ
､

最
後
に
盛
達
板
老
撃
師
に
ょ
っ
て
杜
甫
の

｢采
薬
詩
｣
が
朗
諭
さ
れ

た
｡新
聞
雑
誌
に
も
､
杜
甫
に
関
す
る
文
章
が
陸
韓
と
襲
表
さ
れ
て
S,

る
｡
な
か
で
も
光
明
日
報

〃
文
学
通
産
″

は
ー
四
月
十
五
日

二

一十

二
日

･
二
十
九
日

･
五
月
十
三
日
と
連
績

し
て
杜
甫
の
特
集
境
に
あ

て
て
お
り
ー
雑
誌
で
は
､
｢詩
刊
｣
が
六
二
年
第
二
期

(三
月
)､
｢文

塾
報
｣
が
六
二
年
第
四
期

(四
月
)､
｢文
学
評
論
｣
が
同
じ
く
第
三
･
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取
掛

(
六
･
八
月
)'

｢文
物
｣
が
第
六
期

(六
月
)'

｢中
国
豊
艶
｣

(七
月
)
な
ど
で
'
杜
甫
に
関
す
る
論
文
や
紹
介
に
多
-
の
ペ
ー

ジ
を

割
い
て
い
る
｡
(杜
南
に
関
す
る
研
究
論
文
は
'
現
在
も
な
お
頚
表
さ
れ
つ

つ
あ
り
'

そ
の
内
容
の
詳
細
な
紹
介
は
､
い
ず
れ
な
さ
れ
る
予
定
な
の
で
'

こ
こ
で
は
省
略
す
る
｡
な
お
今
年
の
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
論
文
題
名
と
筆

者
名
は
､
木
坂
の
奄
末
に
付
さ
れ
て
い
る
文
献
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
｡)
ま

た
文
学
作
品
と
し
て
は
､
詩
人
晩
年
の
湖
南
生
活
を
題
材
に
し
た
漏

至
の
歴
史
小
説

｢
白
髪
よ
り
黒
練
を
生
ず
｣
(人
民
文
畢
四
月
競
第
1
四

九
期
)
や
､
黄
秋
転
の

｢杜
子
実
家
に
還
る
｣
(北
京
文
萄
四
月
競
第
九

〇
期
)
な
ど
が
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
杜
甫
研
究
家
に
と
っ
て
最
も
耳
よ

し
せき

り
な
話
は
ー
明
の
王
嗣

爽

が

l
生
を
か
け
て
完
成
し
た
杜
詩
注
解
の

集
大
成

｢杜
臆
｣
十
巻
の
中
華
害
局
か
ら
の
影
印
出
版
で
あ
ろ
う
｡

こ

の
書
物
は
ま
だ

一
度
も
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
ー
寓
本
と
し
て

俸
え
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に

は
､
他
の
注
群
書
に
断
片
的
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
は
全
く

見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
書
物
の
完
全
な
原

稿
は
､
上
海
固
書
館
に
所
赦
さ
れ
て
お
り
､
さ
ら
に
そ
れ
を
寓
し
た

も
の
が
､
北
京

･
斬
江
の
圃
書
館
や
'
成
都
の
杜
甫
草
堂
に
威
さ
れ

て
い
る
O
詳
し
く
は
光
明
日
報
四
月
二
十
日
付
の
記
事
､
及
び
劉
閲

揚
の
｢
王
嗣
夷
と
彼
の
杜
臆
｣
(四
月
一
日
付
光
明
日
報
文
革
通
産
第
四
〇

八
期
)
や
ー
柴
徳
廉
の

｢
杜
臆
の
作
者
王
嗣
夷
に
つ
い
て
｣
(六
月
十
七

日
付
光
明
日
報
文
革
遺
産
第
四
一
九
期
)
を
参
照
｡
た
だ
し
こ
の
影
印
本

は
､
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
我
国
に
は
輸
入
さ
れ
て
い
な
い
｡
な
お
清

の
浦
起
龍
の

｢讃
杜
心
解
｣
が
昨
年
中
筆
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
､
楊

倫
の

｢
杜
詩
鏡
鐙
｣
が
同
じ
く
中
華
書
局
か
ら
杜
甫
誕
生
千
二
百
五

十
年
を
紀
念
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
O

記
録
映
墓

｢詩
人
杜
甫
｣
は
中
央

ニ
ュ
ー
ス
紀
銀
映
蓋
制
作
所
が

今
年
の
l
月
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
四
月
に
完
成
し
た
も
の
o
映
茎

は
ま
ず
詩
人
が
生
ま
れ
た
頃
の
時
代
背
景
､
玄
宗
の
開
元
年
問
に
お

け
る
唐
王
朝
の
繁
栄
ぶ
り
を
描
い
た
あ
と
'
詩
人
が
生
ま
れ
た
河
南

省
筆
麻
の
南
堵
潜
村
と
､
幼
年
時
代
を
す
ご
し
た
洛
陽
を
紹
介
し
､

き

つ
い
で
給
毒
や
塑
像
､
遺
跡
な
ど
を
通
じ
て
､
長
安
･成
都
･垂
州

･

岳
陽
な
ど
の
生
活
を
描
い
て
ゆ
き
､
さ
ら
に

｢兵
奉
行
｣

｢
三
吏
｣

｢
三
別
｣
な
ど
の
詩
が
作
ら
れ
た
社
禽
背
景
と
'
安
史
の
乳
前
後
の

歴
史
を
概
観
し
っ
つ
､
詩
人
が
現
蜜
主
義
の
す
ぼ
ら
し
い
蛮
術
を
作

り
あ
げ
た
こ
と
を
描
い
て
ゆ
く
t

と
い
っ
た
筋
の
も
の
｡

な
お

映
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中
国
文
革
報

第
十
七
析

書
に
は
､
文
懐
沙
氏
に
ょ
る
杜
詩
の
吟
話
も
吹
き
こ
ま
れ
て
い
る
｡

(四
月
十
七
日
付
人
民
日
報
･
光
明
日
報
･
大
公
報
)

杜
甫
の
遺
跡
も
､
各
地
で
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
｡
な
か
で
も
詩

人
が
四
年
ぽ
か
り
住
ん
で
い
た
四
川
省
成
都
に
あ
る
杜
甫
草
堂
は
､

解
放
以
来
六
度
目
の
大
が
か
り
な
修
復
が
お
こ
な
わ
れ
ー
な
が
い
戦

肇
な
ど
で
荒
れ
は
て
で
い
た
も
の
が
'
す
っ
か
り
面
目
を

1
新
し
た
｡

詩
史
堂
や
陳
列
室

･
廻
廓
は
､
あ
ら
た
め
て
塗
り
直
さ
れ
､
園
内
の

道
路
や

花
径

･
曲
橋
な
ど
も
修
理
さ
れ
'
詩
人
が
か
つ
て
そ
の
そ
ば

で
詩
を
吟
じ
た
池
も
､
泥
を
さ
ら
え
ら
れ
､
草
堂
の
管
理
虞
に
は
､

詩
人
が
生
前
愛
し
た
桃
や
梅

･
松

･
竹
な
ど
が
移
植
さ
れ
た
｡
そ
し

て
ま
た
杜
甫
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
物
-

詩
集

･
注
樺
書

･
綿
雲

･
拓
本
な
ど
ー

を
こ
こ
に
捜
集
す
る
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ
､
今
や

二
千
二
百
黙
以
上
の
文
物
資
料
が
集
め
ら
れ
て
､
草
堂
は
杜
甫
の

一

大
紀
念
館
と
な
っ
て
い
る
｡
(人
民
中
図
六
月
競

･
林
如
稜

｢杜
甫
草
堂

に
あ
そ
ぶ
｣
並
び
に
四
月
十
一
日
付
人
民
日
報
･
光
明
日
報
･
大
公
報
な
ど

参
照
)

ま
た
詩
人
が
か
つ
て
住
ん
だ
と
こ
ろ
陳
酉
省
の
長
安
粁
葦
曲

鏡
に
あ
る
杜
甫
両
も
新
た
に
修
理
さ
れ
た
.
こ
こ
に
は
三
つ
の
陳
列

室
が
あ
り
ー
杜
甫
の
泥
塑
像

･
長
安
行
述
周

･
杜
甫
石
刻
像
拓
本
な

ど
が
お
か
れ
て
い
る

(四
月
十
八
日
付
光
明
日
報
)O
な
お
ま
た
新
華
社

記
者
丁
化
の

｢杜
甫
故
里
見
聞
｣
(四
月
十
七
日
付
光
明
日
報
)
に
ょ
れ

ぼ
､
杜
甫
の
故
郷
ー
河
南
省
の
南
堵
湾
村
に
は
､
杜
甫
が
生
ま
れ
た

と
こ
ろ
と
俸
え
ら
れ
る
山
の
横
腹
に
掘
ら
れ
た
洞
穴
が
あ
り
､
更
に

近
く
の
寺
溝
村
に
は
､
杜
甫
の
三
十
八
代
め
の
子
孫
と
稀
す
る
人
が

住
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
｡
寺
満
村
の
年
数
を
占
め
る
杜
姓
の
家
々

に
は

｢詩
是
吾
家
事
｣
の
銘
が
は
り
つ
け
て
あ
つ
た
が
ー
最
近

｢
農

業
数
第

二

の
句
が
つ
け
く
わ
え
ら
れ
た
｡

こ
の
ほ
か
､
美
術
界
で
は
､
杜
甫
の
肖
像
蓋
や
彫
刻
､
杜
詩
に
托

し
た
山
水
董
な
ど
も
樺
山
つ
く
ら
れ
ー
紀
念
切
手
も
軍
費
さ
れ
て
い

る
｡最

後
に
我
国
で
行
な
わ
れ
た
紀
念
行
事
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て

お
く
O

我
国
で
も
世
界
平
和
評
議
合
の
顕
彰
に
鷹
じ
て
､

七
月
に

｢
杜
甫
生
誕

一
二
五

〇
年
日
本
記
念
合
｣
が
結
成
さ
れ
ー
杜
甫
の
業

績
を
廉
く
国
内
に
紹
介
普
及
し
､
そ
の
詩
業
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
そ
し
て
ま
ず

｢
記
念
展
｣
が
東
京
日
本
橋
白
木
屋
五
階
重
廊

で
十
月
二
十
六
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
開
か
れ
､
杜
甫
の
書
像
や
､

六
十
八
種
に
の
ぼ
る
杜
甫
の
さ
ま
ざ
ま
な
版
本
が
展
示
さ
れ
た
｡
伺
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じ
十
月
二
十
六
日
に
は
､
東
京
朝
日
新
聞
社
講
堂
で

｢講
演
と
書
架

の
夕
べ
｣
が
開
か
れ
､
吉
川
幸
次
郎
京
大
教
授
の

｢東
洋
の
文
学
に

お
け
る
杜
甫
の
意
義
｣
及
び
斎
藤
勇
東
大
名
著
教
授
の

｢杜
甫
の
人

生
観
｣
と
題
す
る
講
演
と
､
土
岐
善
暦
謬
詩
､
信
時
潔
作
曲
の

｢兵

事
行
｣
の
猪
唱

(ピ
ア
ノ
木
村
潤
二
･
掃
唱
友
竹
正
則
)
が
行
な
わ
れ
た
.

ま
た
十
二
月
八
日
に
は
､
大
阪
の
A
B
C
ホ

ー
ル
で
､
蛮
術
院
合
員

土
岐
善
暦
氏
の

｢
杜
甫
の
詩
と
生
活
｣
と
題
す
る
講
演
と
｢兵
奉
行
｣

の
猪
唱

(ピ
ア
ノ
笠
原
進
二
ア
ノ
ー
ル
浦
山
弘
三
)
が
大
阪
府
文
垂
懇
話

合
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
る
.
紀
念
論
文
集
と
し
て
は
､
中
国
文
学
報

第
十
七
冊
の
ほ
か
に
､
岩
波
書
店

｢文
学
｣
十
二
月
窮
が
特
集
境
を

出
し
て
い
る
｡
こ
の
蟹
に
､
上
述
の

｢講
演
と
音
楽
の
夕
べ
｣
に
お

け
る
､
吉
川

･
斎
藤
両
氏
の
記
念
講
演
速
記
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
｡

な
お
､
単
行
本
で
は
､
土
岐
善
暦
氏
の

｢杜
甫
草
堂
記
｣
(
一
九
大
二

年
八
月

東
京
春
秋
社
)
が
出
版
さ
れ
て
い
る
｡

(京
都
大
学

寛

文
生
)
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